
第1回 守谷生まれの食品推進協議会 

平成27年10月1日（木） 午後2時から 

守谷市役所 A棟3階 庁議室 
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資料 

http://www.moriya.intra/intra/ci/ci-data10.htm
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守谷市いただきます条例 （平成26年12月制定） 

・食品の安全性 

を確保するための生産者の取組みを理解する 

・守谷生まれの食品を優先的に使用するよう
努める 

・家庭及び地域において食育を推進する 

・市の施策に協力するよう努める 

・生産する食品が市民の健康を支えているこ
とを自覚する 

・食品の安全性を確保する 

・市の施策に協力するよう努める 

 

 

・市民及び生産者と連携して地産地消の推進
に取り組む 

・市の施策に協力するよう努める 

 

 

 

・市民，生産者及び事業者と連携し，食のま
ちづくりの推進に関する施策(以下，「市の施
策」という。)を実施する 

食のまちづくり 

【目的】 

 食のまちづくりに関する基本理念を定め，地産地消の推進を図るため，市，市民，生産者及び事業者の役割を
明らかにし，安全で安心な食品の安定した生産及び供給並びに地産地消と食育の連携を図ることにより，守谷市
の特色ある食に関する産業の持続的な発展及び健康的で豊かな市民生活を実現する。 

市民 市 

生産者 事業者 

【役割】 

http://www.moriya.intra/intra/ci/ci-data10.htm


守谷生まれの食品推進協議会 
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【協議事項】（守谷生まれの食品推進協議会設置要綱第2条） 

 ① 地産地消の推進及び食育との連携に関すること 

 ② 安全で安心な食品の生産及び供給に関すること 

 ③ 食に関する産業の振興に関すること 

 ④ その他食のまちづくり推進に関すること 

【構成】（守谷生まれの食品推進協議会設置要綱第3条，第4条） ※別紙名簿参照 

 ① 生産者 5人 

 ② 事業者 5人 

 ③ 消費者団体に従事する者 1人 

 ④ 教育機関に従事する者 1人 

 ⑤ 市議会議員 1人 

 ⑥ その他市長が必要と認める者 選出なし 

 ・会長・副会長 各１人<互選により選出> 

【会議】（守谷生まれの食品推進協議会設置要綱第5条） 

 ・会長が招集し，会議の議長となる 

  ※会長が決定するまでの会議の議長は市長が指名する者が行うものとする。 

 ・委員の過半数出席が必要 

 ・会員以外の者を会議に出席させて意見を聴き，又は資料の提出を求めることができる 

http://www.moriya.intra/intra/ci/ci-data10.htm


守谷市内 
守谷生まれの食品 

守谷生まれの食品とは・・・ 
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市内において生産された農畜産物の食材及びそれらを加工した食品並びに市内の工場で製造された食品をいう。
条例第2条（定義） 

守谷生まれの食品 

加工製品 

（食品・飲料） 

加工製品 

（食品・飲料） 

販売 

その他食材 

事業所 

（工場・店舗） 

農畜産物 

（米・野菜） 

（肉・牛乳） 

農産物 

（米・野菜） 

（肉・牛乳） 

事業所 

（工場・店舗） 

http://www.moriya.intra/intra/ci/ci-data10.htm


守谷市のイメージ 
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住みよさランキング（2014年） 

資料：(株)東洋経済新報社 

県内順位 全国順位 
市町村 

2014年 2015年 2014年 2015年 

1 1 5 10 守谷市 

2 2 14 16 つくば市 

3 3 43 40 那珂市 

4 4 253 54 神栖市 

5 5 849 83 水戸市 

【調査概要】 

 公的統計を基に，それぞれの市が持つ「都市力」を，
安心度・利便度・快適度・富裕度・住居水準充実度の5
つの観点に分類し，採用15指標について，それぞれ平
均値を50とする偏差値を算出，その単純平均を総合評
価としてランキング。 

地域ブランド調査 魅力度ランキング（2014年） 

資料：(株)ブランド総合研究所 

県内順位 全国順位 市町村 

1 156 つくば市 

2 235 水戸市 

3 253 つくばみらい市 

～ 

25 849 守谷市 

【調査概要】 

 魅力度，認知度，情報接触度，各地域のイメージ
（歴史・文化のまち」など14項目），情報接触コンテ
ンツ（「旅番組」など16項目，「ご当地キャラク
ター」などコンテンツ6項目），観光意欲度，居住意欲
度，産品の購入意欲度，地域資源の評価（「街並みや
魅力的な建造物がある」など16項目）などを質問。ま
た，出身都道府県に対する愛着度，自慢度，自慢でき
る地域資源など出身者からの評価などを調査。調査項
目は全100項目に及び，各地域の現状を多角的に分析。 

http://www.moriya.intra/intra/ci/ci-data10.htm


守谷市の食育 
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守谷市食育推進計画 

http://www.moriya.intra/intra/ci/ci-data10.htm


守谷市の農業 
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出典：農林水産省ホームページ統計情報「わがマチ・わがムラ」 

■ 普通作物 ■ 果樹 
  作付面積 収穫量   結果樹面積 収穫量 注1： 水稲，麦類，大豆，そば，なたね，てんさ

いについてはH26年値，畜産については
H19年値，その他はH18年値。 

水稲 311 ha 1,690 t ぶどう 1 ha 5 t 

小麦 50 ha 63 t うめ 3 ha 3 t 

 大豆 13 ha 13 t かき 3 ha 16 t 注2： （ ）内は都道府県内でのシェア 

 小豆 1 ha 1 t くり 8 ha 8 t 「採卵鶏」の飼養戸数は種鶏のみの飼養
者を除いている。また，飼養羽数は種鶏
を除く成鶏めす（6か月以上）羽数。 

 らっかせい 3 ha 7 t 注3： 

かんしょ 2 ha 48 t ■ 畜産 
そば X X 畜 産 飼養戸数 飼養頭数 注4： 畜産の値は一部市町村で下一桁を四捨

五入しているため，5戸未満は「0」の場合
がある。 

 乳用牛 17 戸 770 頭 

■ 野菜  肉用牛 4 戸 180 頭 

  作付面積 収穫量 

だいこん 4 ha 171 t 

にんじん 1 ha 36 t 

ばれいしょ 2 ha 46 t 

さといも 2 ha 13 t 

はくさい 22 ha 1,172 t 

キャベツ 5 ha 167 t 

ほうれんそう 44 ha 651 t 

レタス 1 ha 15 t 

ねぎ 39 ha 863 t 

たまねぎ 1 ha 24 t 

きゅうり 1 ha 11 t 

なす 2 ha 38 t 

トマト 1 ha 22 t 

ピーマン 0 ha 4 t 

http://www.moriya.intra/intra/ci/ci-data10.htm


守谷市の商工業（１） 
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出典：守谷市ホームページ統計情報 

経済センサス・商業統計調査などの統計データを基にした守谷市の全国・茨城県内のランク 

項目 守谷市 
全国 県内 

全国TOP3 茨城県内TOP3 
ランク ランク 

飲食料 

83 714位↑ 29位↑ 

1位 東京都特別区部 1位 水戸市 

事業所数 2位 大阪府大阪市 2位 日立市 

(2012年) 3位 神奈川県横浜市 3位 つくば市 

飲食料 

1,009人 477位↑ 17位↑ 

1位 東京都特別区部 1位 水戸市 

従業員数 2位 大阪府大阪市 2位 つくば市 

(2012年) 3位 神奈川県横浜市 3位 日立市 

飲食料 

15,866百万円 447位↑ 15位↑ 

1位 東京都特別区部 1位 水戸市 

年間商品販売額 2位 神奈川県横浜市 2位 つくば市 

(2012年) 3位 大阪府大阪市 3位 日立市 

飲食料 

443百万円 606位↓ 24位↓ 

1位 東京都特別区部 1位 水戸市 

商品手持額 2位 神奈川県横浜市 2位 土浦市 

(2012年) 3位 大阪府大阪市 3位 つくば市 

飲食料 

17,842平方メートル 552位↑ 19位↑ 

1位 東京都特別区部 1位 水戸市 

売り場面積 2位 神奈川県横浜市 2位 つくば市         

(2012年) 3位 大阪府大阪市 3位 土浦市 

飲食店数 

202 589位 20位 

1位 東京都特別区部 1位 水戸市 

(2009年) 2位 大阪府大阪市 2位 日立市 

  3位 愛知県名古屋市 3位 つくば市 

http://www.moriya.intra/intra/ci/ci-data10.htm


守谷市の商工業（２） 
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  事  業  所  数 
原 材 料 
使 用 額 等 

製 造 品 
出 荷 額 等  

    4～ 29人 30～299人 300人以上 （万円） （万円） 

食料品製造業     12 6 5 1 1,815,913 3,851,223 

飲料・たばこ・飼料製造業 3 1 2 - 5,174,343 16,244,986 

出典：平成25年工業統計調査 

食品関連製造業 

守谷市商工会 会員数 

年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 

会員数 745 756 773 779 800 

業
種
別 

製造業 
94 73 73 71 74 

12.6% 9.7% 9.4% 9.1% 9.3% 

小売業 
202 149 147 140 121 

27.1% 19.7% 19.0% 18.0% 15.1% 

卸売業 
21 17 16 17 18 

2.8% 2.2% 2.1% 2.2% 2.3% 

飲食業 
72 73 73 73 73 

9.7% 9.7% 9.4% 9.4% 9.1% 

資料提供：守谷市商工会 

http://www.moriya.intra/intra/ci/ci-data10.htm


地産地消の取り組み ～守谷市(1) 
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守谷市ホームページ http://www.city.moriya.ibaraki.jp/section/0240/tisan 

※イメージ確認用に縮小して掲載しています 

http://www.moriya.intra/intra/ci/ci-data10.htm


地産地消の取り組み ～守谷市(2) 
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直売所マップ ※平成27年度公開 

http://www.moriya.intra/intra/ci/ci-data10.htm


地産地消の取り組み ～守谷市(3) 
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○学校給食【小学校9校，中学校4校：約7,000食】 

 ・米（茨城県学校給食会） 週3.5食 

 ・飲むヨーグルト（ミルク工房もりや） 月1回 

 ・味噌（やまこ味噌） 調味料 

 ・豆腐（虎屋食品） 食材 

 ・野菜（守谷フーズ，市内青果店等） 食材 

 

○イベント ※販売等によるPR 

 ・米（JA茨城みなみ守谷地区稲作研究会） 守谷市商工まつり 

 ・そば（守谷そば打ち倶楽部，守谷手打ちそば友の会） 守谷市商工まつり，MOCOフェスタ，守谷産
新そば祭り ほか 

 ・野菜（守谷SAやさい村，住化ファーム茨城） 守谷ハーフマラソン，守谷産新そば祭り 

米のPR販売（守谷市商工まつり） そば販売（守谷市商工まつり） 

味噌 学校給食 

http://www.moriya.intra/intra/ci/ci-data10.htm


取り組み事例（近隣自治体） 
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つくば市認証物産品「つくばコレクション」【つくば市】 

品 名 事業者 品 名 事業者 

つくば豚アイスバイン （有）筑波ハム つくばの養蜂家さんのはちみつ （有）山田養蜂場 

つくばの茶摘っ娘 （有）コート・ダジュール つくば米シフォン つくばヤーコン（株） 

福来氷 （株）沼屋本店 男女川純米大吟醸 槽しぼり 稲葉酒造場 

花咲く峰より 筑波山の梅酒 稲葉酒造場 天宝喜みそ 飯田農園 

「みらいプレミアム」【つくばみらい市】 

（参考）平成26年度認証品（更新認証含む） 

 つくば市内の物産品の中でも，特に優れた物産品として市が認証した製品「つ
くばコレクション」。販売促進を通して，地域経済の活性化やつくば市のイメー
ジアップにつなげることが目的です。 

 つくばみらい市では，市内で生産された農林水産物や，それを原料にした加工品な
ど，29品を市の特産品「みらいプレミアム」に認定しています。 

http://www.moriya.intra/intra/ci/ci-data10.htm
http://blog.city.tsukubamirai.lg.jp/kankou/wp/wp-content/uploads/2014/01/pr_logo.jpg


取り組み事例（茨城県） 
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安心で高品質な茨城の食をＰＲ「うまいもんどころ」～茨城をたべよう運動（平成24年11月推進協議会設立） 

 統一キャッチフレーズ「うまいもんどころ」のもと、本県農林水産物を積極的にアピールするために、平成7
年9月に県や農林水産業の関係団体等による「いばらきの味販売戦略推進委員会(委員長：茨城県農林水産部
長)」が設置されました。 

 「うまいもんどころ」は、ロゴと言葉を含めて商標登録されており、委員会が管理をしています。県内で生産
されている農林水産物及びその加工品のうち、品質の確保等一定の基準を満たした産品に対してロゴマークの使
用を認め、マークが付いた産品のイメージアップを図っています。基本的には、生産・出荷団体等が使用許可を
申請し、委員会が許可をしています。 

この委員会では主な取り組みとして， 

・生産出荷物における「うまいもんどころ」ロゴの普及 

・都内や北海道、大阪などでのフェア及び各種イベントの
開催 

・ホテル等外食産業における茨城の食材を使ったコース料
理の提供等への支援 

・収穫体験を通じた消費者と生産者との交流会の開催 

・首都圏量販店における本県産のメロン、梨、イチゴを中
心とした、販売員による試食販促活動 

などを行っています。 

出典：いばらき「食」と「農」のポータルサイト[http://www.ibaraki-shokusai.net/] 

http://www.moriya.intra/intra/ci/ci-data10.htm


取り組み事例（その他） 
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「市の顔」になる食のギフト産品を選定【千葉県千葉市】 

野菜たっぷりの「ヘルシー外食」認定【愛知県知多市】 

 千葉市は、自信を持って贈ることのできる市の産品を選定する「食のギフトセレクション２０１５」を開催
する。市民から広くお薦めの産品を募るとともに、市内事業者の自薦によるエントリーも受け付ける。 

 市内事業者が製造または販売しており、「大切な人への手土産や贈り物として推薦できる」食品が対象。歳
暮や年賀、祝い事などの特別な贈り物としてふさわしい「贈答用」と、日常的に知人宅などに持参するのに手
頃な「手土産用」のいずれかを想定しており、農産物などの１次産品は除く。 

 一般の応募は市民以外でも可能。市内で配布するチラシ付属のはがきに推薦の品を特定できる情報などを記
載し応募する。電子メール、フェイスブックなどの特設サイトからも応募できる。９月上旬まで受け付け、１
０月に百貨店のバイヤーら審査員による１次審査を実施。２次審査として１１月、市内百貨店で来場者による
１次審査通過品の食べ比べと一般投票を実施、入賞品を決定する。 

 産業支援課は「千葉市は産品が豊かな割に、市の顔になるようなギフトのイメージが弱い。良い品を見つけ
てイメージづくりを図りたい」と話す。エントリーした事業者が希望すれば、百貨店への売り込み支援やパッ
ケージデザインの相談など販売促進の後押しにも乗り出す考えだ。 

 知多市は今年度から、市内の飲食店が開発した野菜のたっぷり入った外食メニューを「ヘルシーメニュー」
として認定する取り組みを始めた。外食でも野菜を摂取できる環境づくりを進めることで、市民の健康への意
識を高め、糖尿病をはじめとする生活習慣病を予防していくのが狙い。 

 認定基準は、１食当たり▽野菜使用量が１４０グラム以上▽エネルギー量が５００～７００キロカロリー程
度▽塩分が３．０グラム以下―の３点。肥満の原因となる早食いを避けるため、かみ応えも３段階で表示する。
管理栄養士の資格を持つ市の職員が、認定を希望する飲食店に出向き、メニュー開発のアドバイスも行う。 

 メニューが認定された飲食店には、認定証のほか、「ヘルシーメニュー提供店」を示すステッカーやのぼり
を贈呈する。市は、糖尿病の医療費が全国平均の倍近くに上っているといい、健康推進課は「生活習慣病の予
防のためにも、ヘルシーメニューをきっかけにバランスのいい食事を意識してもらえれば」としている。 

出典：官庁速報 

http://www.moriya.intra/intra/ci/ci-data10.htm
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MEMO 

守谷生まれの食品情報・食のまちづくり推進案 等 

○連絡先 守谷市生活経済部経済課商工観光グループ 

 TEL 0297-45-1111（内線）262・263  FAX 0297-45-5703 

 E-mail keizai@city.moriya.ibaraki.jp 

http://www.moriya.intra/intra/ci/ci-data10.htm

